
様式第１（第３条関係）（表面） 

 

特定施設（有害物質貯蔵指定施設）設置（使用、変更）届出書 

 

    年  月  日 

  加古川市長  様 
  

届出者 
氏名又は名称及び住所並びに法人にあつてはその

代表者の氏名 

  水質汚濁防止法第５条第１項、第２項又は第３項（第６条第１項又は第２項、第７条）の規定に

より、特定施設（有害物質貯蔵指定施設）について、次のとおり届け出ます。 

工場又は事業場の名称   ※整 理 番 号  

工場又は事業場の所在地   

※受理年月日 

年 月 日 

第
５
条
第
１
項
関
係 

特定施設の種類   ※施 設 番 号  

有害物質使用特定施設の該当
の有無 

 有 □   無 □ ※審 査 結 果  

△特定施設の構造 
別紙１のとおり。 

※備 考  

△特定施設の設備（有害物質使
用特定施設の場合に限る。） 

別紙１の２のとおり。 

△特定施設の使用の方法 別紙２のとおり。 

△汚水等の処理の方法 別紙３のとおり。 

△排出水の汚染状態及び量 別紙４のとおり。 

△排出水の排水系統別の汚染
状態及び量 別紙５のとおり。 

△排出水に係る用水及び排水
の系統 

別紙６のとおり。 

第
５
条
第
２
項
関
係 

有害物質使用特定施設の種類   

△有害物質使用特定施設の構
造 

別紙７のとおり。 

△有害物質使用特定施設の使
用の方法 

別紙８のとおり。 

△汚水等の処理の方法 別紙９のとおり。 

△特定地下浸透水の浸透の方
法 

別紙10のとおり。 

△特定地下浸透水に係る用水
及び排水の系統 

別紙11のとおり。 

法人の場合は、事業者の住所、名称、代表者氏名を 
記入。やむを得ず工場長等が届出者となる場合は、法人の代表者

から権限を委任されていること。この場合委任状が必要。 
個人の場合は、住所、氏名を記入。 

水質汚濁防止法施行令別表第１にあげる特

定施設番号及び名称で記載する。 
特定施設における有害物

質の使用の有無を記載す

る。 
排出水を公共用水域もし

くは分流式下水道に放流す

る場合 
・届出書は明確に判りやすく記載すること。 

・図面等は正確に記載すること。 

・特定施設の変更の場合は、「変更前」と「変更後」の状態を記入すること。 

・特定施設の設置および変更の場合は、その 60 日前に提出すること。 

遅れる場合は、遅延理由書を添付すること。 



様式第１ （裏面） 

第
５
条
第
３
項
関
係 

有害物質使用特定施設又は有

害物質貯蔵指定施設の別 

□ 有害物質使用特定施設 
□ 有害物質貯蔵指定施設 

  

△有害物質使用特定施設又は

有害物質貯蔵指定施設の構造 

別紙12のとおり。 

△有害物質使用特定施設又は
有害物質貯蔵指定施設の設備 

別紙13のとおり。 

△有害物質使用特定施設又は
有害物質貯蔵指定施設の使用
の方法 

別紙14のとおり。 

△施設において製造され、使用
され、若しくは処理される有害
物質に係る用水及び排水の系
統又は施設において貯蔵され
る有害物質に係る搬入及び搬
出の系統 

別紙15のとおり。 

 

備考 １ 特定施設の種類の欄及び有害物質使用特定施設の種類の欄には、令別表第一に掲げる号番

号及び名称（指定地域特定施設にあつては、名称）を記載すること。 

   ２ 有害物質使用特定施設の該当の有無の欄には、該当するものにレ印を記入すること。なお、

有害物質使用特定施設に該当しない場合には、別紙１の２を提出することを要しない。 

３  有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別の欄には、該当する施設にレ印を記入

すること。 

   ４ △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利用

すること。 

   ５ ※印の欄には、記載しないこと。 

   ６ 排出水の排水系統別の汚染状態及び量については、１日あたりの平均的な排出水の量が５

０立方メートル以上の工場又は事業場に限つて欄を設けること。 

   ７ 変更届出の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を対照させるこ

と。 

   ８ 届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本産業規格Ａ

４とすること。 

   ９ 有害物質使用特定施設を設置する工場・事業場のうち、公共用水域もしくは分流式下水

道に排出水を放流する場合は別紙１～６を提出すること。有害物質使用特定施設を設置す

る工場・事業場のうち合流式下水道に排出水を放流する場合、または有害物質貯蔵指定施

設を設置する場合は別紙１２～１５を提出すること。 

有害物質における施設の

別を記載する。 
排出水を合流式下水道に排出する工場・事業場で有害

物質使用特定施設を設置する場合。 
有害物質貯蔵指定施設を設置する場合。 



届出事項内容 

 （第５条第１項、第６条第１項又は第２項、第７条関係） 

            

 事業場名     

                                                

                     担当者職氏名    

                                   

                        （電話）     

 

                     （電子メール）  
 

 

    既許可又は届出記載 

    事項の変更等の状況 

 別紙の添付 

 状況 

 廃止予定の特定施設（号番号・基数・廃止予定 

 年月日） 

 
特定施設･指定 
 
施設の構造 

無・有 別紙１・別紙１２ 

特定施設･指定 
 
施設の設備 

無・有 別紙１の２・別紙１３ 

特定施設･指定
施設の使用の
方法 

無・有 別紙２・別紙１４ 
  汚染状態        減 ・ 変らず・ 増    排出水量        減 ・ 変らず・ 増     （その理由）   汚水等の処理 

 
 の方法 

無・有 別紙３ 

 排出水の汚染 
 
 状態及び量 

無・有 別紙４ 

 排出水の排水 
 系統別の汚染 
 状態及び量 

無・有 別紙５ 

 用水及び排水 
 
 の系統 

無・有 別紙６・別紙１５ 

 
 

       添 付 図 面 内 訳 添付の状況 

 工場付近見取図(主要河川等への放流経路を含む)    別紙１関係  

 工場内の配置図(主要な施設の配置図を含む)   別紙２関係  

 特定施設の構造図(特定施設に関連する主要機械･ 

 主要装置、設備の配置図を含む) 

  別紙１関係 

  別紙１の２関係  

 施設の操業系統図（フローシート）   別紙２関係  

 工場内排水経路図（排水口の位置図を含む）   別紙３関係  

 汚水処理施設の構造図   別紙３関係  

 汚水処理施設の処理系統図（フローシート）   別紙３関係  

 

申請内容に熟知した担当者名 
水質汚濁防止法施行令別表第１にあ

げる特定施設番号及び名称を用いて記

載する。 届出記載事項に変更等がある場合

は、「有」に○印を、無い場合は「無」

に○印をつけ、無い場合の別紙は添付

の必要はない。 
該当箇所を○で囲む 



別紙１ 

特定施設の構造 

工場又は事業場にお
ける施設番号 

 
Ｎｏ．１  

特定施設号番号及び
名称   

型 式 

 

 

構 造   

主 要 寸 法 

 

 

能 力 

 

 

配 置 別図（    ）のとおり  

設 置 年 月 日 年  月  日 年  月  日 

工事着手予定年月日 年  月  日 年  月  日 

工事完成予定年月日 年  月  日 年  月  日 

使用開始予定年月日 年  月  日 年  月  日 

その他参考となるべ
き事項 

 

  

 備考 １ 配置の欄には、当該特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要装置の配置を記載す

ること。 

        ２ その他参考となるべき事項の欄には、当該特定施設が有害物質使用特定施設に該当する

場合には、施設の床面及び周囲の構造等を記載すること。 

変更前後で変わりが無い場合は、 

「変更なし」と明記する 

「変更なし」 

便宜上の名称でよい 

水質汚濁防止法施行令別表第１にあげる特定施設番号及び名

称で記載する。 

指定地域特定施設の場合は、「指定地域特定施設」と記載 

メーカー名、機種名を記入 

材質や構造材料を記載。特に、汚水等に影響を与える恐

れのある部分の材質については必ず記載すること。 

有害物質を使用する施設の場合、流出及び地下浸透防

止対策についても記載する。 

施設全体の主要寸法（たて、よこ、高さ）を記入。 

平面図及び立体図を添付する。 

施設の最大能力（１日あたり）または、製造

量、処理量、処理ガス量等を記入 

特定施設の用途な

どを記載する 

特定施設に関する届出の場合 

（公共用水域、分流式下水道に放流） 



別紙１の２ 

特定施設の設備 

工場又は事業場にお
ける施設番号 

  

特定施設号番号及び
名称 

  

設 備 

  
  
 
 

構 造 

 

 

主 要 寸 法 

 

 

配 置 

 
 
別図（    ）のとおり  

設 置 年 月 日 年  月  日 年  月  日 

工事着手予定年月日 年  月  日 年  月  日 

工事完成予定年月日 年  月  日 年  月  日 

使用開始予定年月日 年  月  日 年  月  日 

その他参考となるべ
き事項 

    

 備考 １ 有害物質使用特定施設に該当しない場合には、本様式を提出することを要しない。 

２ 配置の欄には、当該特定施設の設備の配置を記載すること。 

変更前後で変わりが無い場合は、 

「変更なし」と明記する 

「変更なし」 

設備欄に記載した設備の材質を記入 

施設に付帯する配管、排水溝、ためます等の

設備名を記入 

設備欄に記載した設備うち、主要なものの寸

法を記入 

設備が配置されている建物の名称・位置等

を記載。図面を添付。地下に設置されている

場合はその旨を記載 

特定施設に関する届出の場合 

（公共用水域、分流式下水道に放流） 



別紙２ 

特定施設の使用の方法 

工場又は事業場に 

おける施設番号 
  

特定施設号番号 

及び名称 
  

設 置 場 所 
 

別図（      ）のとおり 別図（       ）のとおり 

操業の系統 別図（      ）のとおり 別図（       ）のとおり 

使用時間間隔   

１日当たりの使用時間   

使用の季節変動 
 

 

 

原材料（消耗資材を含

む。）の種類、使用方

法及び１日当たりの

使用量 

 

  

汚

水

等

の

汚

染

状

態 

種類・項目 通 常 最 大 通 常 最 大 

ｐＨ     

ＢＯＤ（㎎/L）     

ＣＯＤ（㎎/L）     

ＳＳ（㎎/L）     

Ｔ－Ｎ（mg/L）     

Ｔ－Ｐ（mg/L）     

     

     

     

     

汚水等の量 

（ｍ3/日） 

通 常 最 大 通 常 最 大 

    

その他参考と 

なるべき事項 
  

備考 汚水等の汚染状態の欄には、排水基準が定められている事項のうち、通常排水口から排出され

るものや排出されるおそれがあるものについて記載すること。 

「変更なし」 

変更前後で変わりが無い場合は、 

「変更なし」と明記する 

原料から製品までの作業工程 

特定施設を含む作業工程において、使用する原材

料（消費資材含む）の種類、使用方法及び１日あた

りの使用量を記載 

特定施設に関する届出の場合 

（公共用水域、分流式下水道に放流） 

・汚水とは特定施設から排出される水であり、排出

水ではない。 

・変更届の場合、変更箇所を２段書きにし、上段を

変更前、下段を変更後とする。 

・排水基準項目の中から選択。 

・有害物質を使用する場合は必ず記入すること。 



別紙３ 

汚水等の処理の方法 
 

  工場又は事業場に 
   おける施設番号 

  

 処理施設の設置場所  別図（            ）のとおり  別図（           ）のとおり 

     設置年月日             年      月      日             年      月      日 

  工事着手予定年月日            年     月     日            年     月     日 

  工事完成予定年月日            年     月     日            年     月    日 

  使用開始予定年月日            年     月     日            年     月     日 

    種類及び型式   

     構   造   

     主 要 寸 法   

     能   力   

 
     処理の方式 

  

     処理の系統  別図（            ）のとおり  別図（         ）  のとおり 

 集水及び導水の方法  別図（            ）のとおり  別図（         ）  のとおり 

    使用時間間隔   

 １日当たりの使用時間   

   使用の季節変動   

 消耗資材の１日当た 
 
 りの用途別使用量 

  

 
 
 
 
 
 
  汚 
  水 
  等 
  の 
  汚 
  染 
  状 
  態 
  及 
  び 
  量 

 
  種類・項目 

      通   常       最   大       通   常       最   大 

 処 理 前  処 理 後  処 理 前  処 理 後  処 理 前  処 理 後  処 理 前  処 理 後 

 ｐＨ         

 ＢＯＤ(mg/l)         

 ＣＯＤ(mg/l)         

 ＳＳ(mg/l)         

 Ｔ－Ｎ(mg/l)         

 Ｔ－Ｐ(mg/l)         

         

         

         

 量（ｍ
3
/日）         

 残さの種類、１月間の種 
 類別生成量及び処理方法 

  

  排出水の排出方法  別図（            ）のとおり  別図（          ）  のとおり 

    その他参考と 
    なるべき事項 

  

 
備考 １ 汚水等の汚染状態の欄には、排水基準が定められている事項のうち、通常排水口から排出され 

るものや排出されるおそれがあるものについて記載すること。 
    ２ 排出水の排出方法の欄には、排水口の位置及び数並びに排出先を含め記載すること。 

処理汚水の量を記入 

（例）中和＋凝集沈殿＋加圧浮上 

処理施設で使用する消耗資材の１

日あたりの用途別使用量を記入 

別紙２と同一項目について記入 

処理業者に委託する場合は、その旨を記入 

排水口位置を見取り図に記載し、放流水域

（排水口→河川名→海域名）を記入 

「変更なし」 

変更前後で変わりが無い場合は、 

「変更なし」と明記する 

特定施設に関する届出の場合 

（公共用水域、分流式下水道に放流） 



別紙４ 

排出水の汚染状態及び量 
 

  工場又は事業場に 

  おける施設番号 

 排水口（       ）  排水口（       ）  排水口（       ） 

 

 

 

 

  排 

 

  出 

 

  水 

 

  の 

 

  汚 

 

  染 

 

  状 

 

  態 

  種類・項目   通 常    最 大   通 常    最 大   通 常   最 大 

 ｐＨ       

 ＢＯＤ(mg/l)       

 ＣＯＤ(mg/l)       

 ＳＳ(mg/l)       

 Ｔ－Ｎ(mg/l)       

 Ｔ－Ｐ(mg/l)       

       

       

       

       

       

       

 

     排出水の量 

    （ｍ
3
/日） 

   通 常    最 大    通 常    最 大    通 常    最 大 

０ ０   ０ 雨水のみ 

 

 

    その他参考と 

    なるべき事項 

 

 

備考 排出水の汚染状態の欄には、排水基準が定められている事項のうち、通常排水口から排出されるもの

や排出されるおそれがあるものについて記載すること。 

全ての排水口について記入 

（工場排水口、生活排水口、雨水排水口

など） 

雨水排水口の場合は、名前のみの記入

でよい 

変更前後で変わりが無い場合は、 

「変更なし」と明記する 

特定排出水を下水道へ放流し、雨水を公共用水

域に放流する場合は通常“0”、最大“雨水のみ”

と記入 

特定排出水、雨水ともに下水道へ放流する場合

は、“０”と記入 

「変更なし」 

特定排出水を下水道へ放流する場合は「特定排

出水等は下水へ放流」と記入 

排出水とは事業場の敷地外へ流

出する排水のことである。 

特定施設に関する届出の場合 

（公共用水域、分流式下水道に放流） 



別紙５ 

排出水の排水系統別の汚染状態及び量 
       

指定項目の別 化学的酸素要求量 

特

定

排

出

水 

排

水

口

№ 

特
定
排
水
区
分
コ
ー
ド 

業種その他の区分 
汚染状態 

（㎎/L） 

水  量 

（ｍ3/日） 

汚濁負荷量

（㎏/日） 

※ 

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲ

ﾝ区分 

産 業 

分 類 
通常 最大 

  

通常 最大 
通常 最大 Ｑco Ｑci Ｑcj 

    
 

         

         
 

    

              

              

 
         

 
   

              

              

              

  合  計          

特

定

排

出

水

以

外

の

排

出

水 

 

 

 

 

種類及び用途 

汚染状態 

(㎎/L) 

水 量 

（ｍ3/日） 

汚濁負荷量 

（㎏/日) 

 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 

       

         

         

         

  

       

合  計 
  

    

な
る
べ
き
事
項 

そ
の
他
参
考
と 

☆：変更分 

★：追加分 

備考 １ 本紙の記載にあたっては、指定項目ごとに作成すること。（日平均排出水量 50㎥以上の工場又は事業場に限る。） 

２ ※印の欄には記載しないこと。 

３ 汚濁負荷量(最大) ＝ 汚染状態(通常)（mg/L）× 水量(最大)（m3/日）÷ １０００ 

  汚濁負荷量(通常) ＝ 汚染状態(通常)（mg/L）× 水量(通常)（m3/日）÷ １０００ です。 

お願い：変更があるときは変更前後で用紙を分けて下さい。また、どの部分を変更するか（変更したか）分かるように、 

★、☆印等を記入してください。 

その場合、その他参考事項欄に「☆印：変更部分」、「★印：追加分」等と書いてください。 

ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐについ

てそれぞれ作成 

通常の汚染状態×通

常の水量÷1000 

最大の汚染状態×最大

の水量÷1000 

別紙４に記載した排水口番号を記入。 

雨水排水口は記入しない 

兵庫県告示９５４号、９５５

号、９５６号の別表の区分

番号及び業種名を記入 

日本標準産業分類（平成１９年１

１月改訂）より記入 

住宅系浄化槽、農業集落排水処

理施設、コミュニティプラント等は

「0000」と記入 

冷却水や湧出水など、汚染

されていない排水のみ記入 



別紙６ 

用水及び排水の系統 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 用水及び排水の系統 

 

 

 

 

 

 

     用  途  別 

     用水使用量 

        用  途      使  用  水  用水使用量（ｍ3/日） 

生活用水 上水道 １５ 

Ａ工程用水 地下水 ５０ 

洗浄用水 地下水 ２５ 

冷却水 地下水 ２５ 

   

   

   合  計 ――― １１５ 

 

地下水 

150（100） 

上水道 

30（15） 

生活排水 

合併浄化槽 

50人槽 

30(15) 

Ａ工程 

70（50） 

冷却水 

45(25) 

Ｂ洗浄 

35（25） 

Ｎｏ．１排水口 

150（100） 

Ｎｏ．２排水口 

30（15） 

用水、排出水、冷却

水の収支を、業種等

に分けて模式図（フロ

ー図）で記載する。 

汚水処理施設 

70（50） 

地下配管：塩化ビニル製 

有害物質使用特定施設

に関する届出の場合は、

有害物質の保管場所、

配管等も記入 

特定施設に関する届出の場合 

（公共用水域、分流式下水道に放流） 



別紙12 

有害物質使用特定施設（有害物質貯蔵指定施設）の構造 

工場又は事業場にお
ける施設番号 

 
    Ｎｏ．１  

有害物質使用特定施
設又は有害物質貯蔵
指定施設の別 

  

型 式 
  

構 造 

 

 

主 要 寸 法   

能 力   

配 置 別図（  ）のとおり 

 

床 面 及 び 周 囲   

設 置 年 月 日 年  月  日 年  月  日 

工事着手予定年月日 年  月  日 年  月  日 

工事完成予定年月日 年  月  日 年  月  日 

使用開始予定年月日 年  月  日 年  月  日 

その他参考となるべ
き事項 

  

  

 備考 配置の欄には、当該有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設及びこれに関連する主

要機械又は主要装置の配置を記載すること。 

便宜上の名称でよい 

有害物質使用特定施設の場合は、水質汚濁防止法施行令別表

第１にあげる特定施設番号及び名称で記入する。 

有害物質貯蔵指定施設の場合はその旨を記載 

メーカー名、機種名を記入 

変更前後で変わりが無い場合

は、「変更なし」と明記する 

施設の最大能力（１日あたり）または、

製造量、処理量、処理ガス量等を記

入 

「変更なし」 

材質や構造材料を記載。特に、汚水等に影響を与える

恐れのある部分の材質については必ず記載すること。 

また、有害物質の流出及び地下浸透防止対策について

も記載する。 

施設全体の主要寸法（たて、よこ、高さ）

を記入。 

平面図及び立体図を添付する。 

特定施設の用途な

どを記載する 

有害物質貯蔵指定施設・

合流区域における有害物

質使用特定施設に関する

届出の場合 



別紙13 

有害物質使用特定施設（有害物質貯蔵指定施設）の設備 

工場又は事業場にお
ける施設番号 

  

有害物質使用特定施
設又は有害物質貯蔵
指定施設の別 

  

設 備 

 

 

構 造 

 

  

主 要 寸 法 

 

  

配 置 

 
 
別図（  ）のとおり   

設 置 年 月 日 年  月  日 年  月  日 

工事着手予定年月日 年  月  日 年  月  日 

工事完成予定年月日 年  月  日 年  月  日 

使用開始予定年月日 年  月  日 年  月  日 

その他参考となるべ
き事項 

  

 備考 配置の欄には、当該有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の設備の配置を記載す

ること。 

変更前後で変わりが無い場合は、 

「変更なし」と明記する 

「変更なし」 

有害物質貯蔵指定施設・

合流区域における有害物

質使用特定施設に関する

届出の場合 

設備欄に記載した設備の材質を記入 

施設に付帯する配管、排水溝、ためます等の

設備名を記入 

設備欄に記載した設備うち、主要なものの寸

法を記入 

設備が配置されている建物の名称・位置

等を記載。図面を添付。地下に設置されて

いる場合はその旨を記載 



別紙14 

有害物質使用特定施設（有害物質貯蔵指定施設）の使用の方法 

工場又は事業場におけ
る施設番号 

  

有害物質使用特定施設
又は有害物質貯蔵指定
施設の別 

  

設 置 場 所 

 

 

操 業 の 系 統   

使 用 時 間 間 隔   

１日当たりの使用時間   

使用の季節的変動   

原材料(消耗資材を含
む。)の種類、使用方法
及び１日当たりの使用
量（有害物質使用特定
施設の場合に限る。） 

  

  

貯蔵する有害物質の種
類（有害物質貯蔵指定
施設の場合に限る。） 

 
 

その他参考となるべき
事項 

  

 備考 有害物質貯蔵指定施設の場合には、使用時間間隔の欄及び１日当たりの使用時間の欄には、

それぞれ当該施設への有害物質を含む水の供給時における当該施設の使用時間間隔及び使用時

間を記載すること。 

変更前後で変わりが無い場合

は、「変更なし」と明記する 

有害物質貯蔵指定施設・

合流区域における有害物

質使用特定施設に関する

届出の場合 

「変更なし」 

原料から製品までの作業工程 

特定施設を含む作業工程において、使用する

原材料（消費資材含む）の種類、使用方法及

び１日あたりの使用量を記載 

有害物質の種類、濃度等を記入 



別紙15 

用水及び排水の系統（搬入及び搬出の系統） 

 

 

 

施設において製造され、

使用され、若しくは処理

される有害物質に係る用

水及び排水の系統（有害

物質使用特定施設の場合

に限る。）又は貯蔵される

有害物質に係る搬入及び

搬出の系統（有害物質貯

蔵指定施設の場合に限

る。） 

 

用 途 別 用 水 使 用 量 

用 途 使 用 水 用水使用量(㎥／日) 

      

      

      

      

      

      

 

備考 有害物質貯蔵指定施設の場合には、用途別用水使用量の欄には記載しないこと。 

  

 

 

有害物質貯蔵指定

施設（廃液タンク） 

１回/月、搬入業者がトラックで原材料を搬入 

有害物質の保管場所、配

管等の設備も記入 

地下配管：塩化ビニル製 

産廃処理業者へ

処理委託 

搬入される有害物質、搬

入頻度等も記入 

排水処理施設 

（除害施設） 

下水放流（合流） 

排出 

有害物質使用特定施設 
製品（ドラム缶） 

トラックで搬出 

地下配管：塩化ビニル製 

有害物質貯蔵指定

施設（原料タンク） 

有害物質貯蔵指定施設・

合流区域における有害物

質使用特定施設に関する

届出の場合 


